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｠ 強相関電子系の特徴は、そのスピン応答とともに、電荷秩序、ストライプ秩序、モット

転移、スピン-電荷分離などの特異な電荷応答に反映される。スピン応答χ(q,ω)に関しては、

中性子散乱、NMR（ω → 0）、静的帯磁率（q = 0, ω = 0）など多くの詳細な情報が実験的に

得られているのに対して、電荷応答χC(q,ω)に関する情報は比較的限られている。とくに、

スピン・チャンネルの静的帯磁率に対応する電荷感受率χC = dn/dµ（ここで、n: 電子密度, µ: 

化学ポテンシャル）の測定された例は少ない。電荷感受を求めるには、電子密度の変化に

対する化学ポテンシャルの変化の割合 dµ/dn を測ればよい。フィリング制御系の光電子ス

ペクトルのキャリアードーピングに伴うシフトは、化学ポテンシャルのシフトを反映する

はずである。実際、高温超伝導銅酸化物をはじめとするフィリング制御系の内殻準位のシ

フトから、化学ポテンシャルのシフトを求められることが示された [1]。化学ポテンシャ

ル・シフトの解析から、強相関電子系の電荷応答に関する興味深い情報が多く得られる。 

○｠ 典型的なフェルミ液体と考えられるペロブスカイト型 Ti酸化物の化学ポテンシャル・

シフトは、リジッドバンド的なフェルミ液体理論で記述される [2]。シフトの解析から、

フェルミ流体パラメータを求めることもできる。 

○｠ 超伝導銅酸化物の化学ポテンシャル・シフトは、アンダードープ領域で抑制され、フ

ェルミ液体理論で解析できない。この非フェルミ液体的振るまいは、フェルミ準位に擬ギ

ャップが開きスペクトル強度がフェルミ準位を越えて移動するとすれば説明される。この

ことは、ARPESで見られる擬ギャップとコンシステントである。 

○｠ 電子ドープ型超伝導銅酸化物では、アンダードープ領域でも化学ポテンシャル・シフ

トの抑制が見られず、リジッドバンド・モデルが成立しているようである [3]。実際、ア

ンダードープ領域の Nd 系超伝導体のフェルミ面は、母体絶縁体のバンド構造がそのまま

保存され、リジッドバンド的に化学ポテンシャルがシフトしたとして説明できる。 

○｠ ペロブスカイト型マンガン酸化物の巨大磁気抵抗の起源として、電子的相分離機構が

提案されている。しかし、化学ポテンシャル・シフトの測定結果は、電子的相分離に特徴

的なシフトの抑制が見られなかった [4]。この結果は、電子的相分離がないか、Aサイト置

換によるランダムポテンシャルの影響でシフトが復活したものと考えられる。 
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